
大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.4

北部-1 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 十日町１号線 地区 十日町

場所 天正寺東側

危険な状況 道路狭小、脇に落差ある水路がある。水路蓋必要。

対策
内容

①水路蓋の設置（市役所建設課）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.5

北部-2 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 十日町１号線 地区 十日町

場所 天正寺東側

危険な状況 道路狭小、時間的進入禁止等の措置を希望

対策
内容

①時間的進入禁止措置の検討（大町警察署）
※一部の車両を除く（天正寺関係者）

備考

進入禁止にする時間帯は
・７：００～８：００
・１４：００～１６：３０
で可能か検討する。
該当道路に天正寺駐車場が面しているため、進入禁止にする際は天正寺に事前に説明
が必要。

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.6

北部-3 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 十日町１号線 地区 十日町

場所 天正寺北側

危険な状況 歩道とグリーンベルトの混在
どちらを優先して通れば良いか分からない。

対策
内容

回答：南側の歩道を優先（市役所建設課）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞

当日写真なし



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.19･25

北部-4 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 北原幸町線 地区 幸町

場所 幸町（アルピコタクシー西側）

危険な状況 通学、帰宅時は交通量が多く、歩行者横断が危険。
①横断歩道と車道部段差解消また、②横断歩道有看板設置、ペイント
明示線再設置要望。
③横断歩道自体、確認しずらいため分かりやすく明示。

対策
内容

①横断誘導線の再ペイント。その際、エリアをグリーンで塗装し視認しやすくする
（市役所建設課）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.21

北部-5 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 十日町１号線 地区 十日町

場所 西小学校北側交差点

危険な状況 西公園方面からの視認性が悪く危険。西公園方面に向かうにあたり横
断歩道が無く危険。
①視認ミラー増設設置要望また、②横断歩道設置対策の要望

対策
内容

②横断歩道設置の際に必要待避所の確保が難しいため現段階では不可（大町警察
署）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.22

北部-6 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 西公園線 地区 幸町？

場所 西公園側道

危険な状況 西公園線及び大町鹿島線は、南方面からの通学生が集中する推奨通学
路である為、降雪時などは、歩道・車道界がわかりずらく危険。
①ガードパイプ等の設置要望また、②グリーンベルト設置対策の要望。
【市役所市民課】十日町１号線を北に上がってくるＴ字路沿いの民家
塀が見通しを悪くしており自転車等との接触の危険あり。
③塀の撤去を依頼できないか。

対策
内容

①早急には難しい
【代替案】
・ゾーン３０看板の移動
・新年度以降、車の速度取り締まり強化
・オービス設置検討
②すでに歩道（水路）が一段上がって既設であるためグリーンベルトは困難（市役
所建設課）
③民地設置のため現実的ではない

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.23

北部-7 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 大町鹿島線 地区 幸町

場所 アルピコタクシー前交差点

危険な状況 西公園線及び大町鹿島線は、南方面からの通学生が集中する推奨通学
路部交差点で、大人数が待機すには困難のため危険。
①ガードパイプ等設置要望また、②歩道分離式信号又は、スクランブ
ル交差点へ改善要望。

対策
内容

①ガードパイプ設置にはスペース不足
②歩車分離式に変更するには時間を要するため、取り急ぎ歩行者側の信号の点灯時
間を延長することを検討（大町警察署）
③交差点を目立たせるために交差点内をカラーとするか検討（市役所建設課）

備考

・登校時間帯で最大で百名以上の児童がこのエリアを通るため、早急な対策が必要
・大町防空監視硝跡は教育委員会管理、交差点横の△の空き地の管理者がどこか確
認、整備ができるか確認する。

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.24

北部-8 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 大町鹿島線 地区 幸町

場所 大町鹿島線

危険な状況 西公園線及び大町鹿島線は、南方面からの通学生が集中する推奨通学
路であるため、降雪時などは、歩道・車道界などが分かりずらく危険
であり、水路鉄板蓋の変形箇所が多く歩行者つまずきの危険が懸念さ
れる。
①ガードパイプ等の設置要望、②グリーンベルト設置対策の要望、③
水路蓋修繕、交換要望。

対策
内容

①予算上早急には不可
②すでに歩道（水路）があるため、グリーンベルトは困難（市役所建設課）
③水路蓋は修繕対応（市役所建設課）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞

当日写真なし



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.36

北部-9 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 県道 槍ヶ岳線 地区 宮田町

場所 宮田町

危険な状況 水路転落の危険
水路（幅1.0m程度あり）に横断防止柵が設置してあるが、低学年生は
転落の恐れがある。フェンスへの交換、開口部修繕対策の要望。

対策
内容

水路に児童が転落しないように看板及び転落防止ネットを設置

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.42 
43.45 
46

北部-10 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 県道 槍ヶ岳線 地区 野口

場所 野口

危険な状況 歩道部土留め擁壁傾斜、倒壊の恐れ。
歩道部舗装面劣化。
いずれも修繕必要。

対策
内容

・擁壁の傾斜は範囲や距離も広く大規模な改修となり、長期的な計画が必要である
ため検討する（大町建設事務所）
・歩道の表面の凸凹の補修など小破修繕で対応可能な部分は早期に進める（大町建
設事務所）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞



大町市通学路対策必要箇所（R7.11実施）

学校名 大町北部小学校 整理番号 建組
No.44

北部-11 ＜位置図＞

点検時期 R7.11

路線名 県道 槍ヶ岳線 地区 野口

場所 野口

危険な状況 歩道脇水路へ転落危険
狭い歩道脇に幅80cmの水路があり、高低差は1.3mと高く、流速も速い
水路に転落の危険がある。小学生が転落すると生死にかかわる大事故
の可能性があり、転落防止柵、水路蓋設置等の対策が必要。

対策
内容

小破修繕で対応可能な部分として早急に計画を進める（大町建設事務所）

備考

＜状況写真＞ ＜対策後＞


